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日本インターンシップ学会 NEWS LETTER 

特別号 

 

■高良 和武 初代会長を偲んで

日本インターンシップ学会初代会長である高良和武先生が 2019 年 1 月 30 日に 97 歳

でご逝去されました。 
 
本特別号は、2019 年 8 月 31 日に第 20 回全国大会（於：近畿大学）において、高良

先生の追悼行事として、元・学会副会長の田中 宣秀先生（元・名古屋大学大学院教

授）が講演された内容をとりまとめたものです。田中先生は、学会創設メンバーとして

高良先生と共に学会活動に貢献され、理事、副会長を歴任されました。 
 
2007 年度から始まった「高良記念研究助成」制度は、高良和武名誉会長から学会へ

ご寄付いただいた基金をもとに、インターンシップに係る研究・実践活動の発展・普及

のため、特に若手研究者の育成や会員相互の研究交流の促進を図ることを目的として、

優れた研究課題に対し研究助成を行うものです。高良先生は若い研究を応援する気持ち

を持たれており、「高良記念研究助成」が創設された時は大変喜ばれていました。これまで 2019 年度の第 13 回までに

21 名の会員が研究助成を受けています。 
学会の生みの親である高良先生の想い、先生のご研究やご専門、そしてエピソードなど、高良先生の偉業を称えると

ともに、先生の御霊のご平安をお祈り申し上げます。

高良和武先生の思い出 
 

田中 宣秀（元・名古屋大学大学院教授） 
 
高良和武先生の思い出について話をさせていただ

きたいと思います。 
高良和武先生は、今年（2019 年）1 月 30 日にお

亡くなりになりました。ここに謹んで高良先生のご

冥福を祈り、一分間の黙祷をさせていただきます。 
 
■高良先生の経歴と専門 
まず、高良先生のご経歴やご専門、それからイン

ターンシップ学会とのかかわりについてお話ししま

す。実際に先生の日本インターンシップ学会とのか

かわりは、インターンシップの歴史でもありますの

で、その辺についてもお話ししたいと思います。 

 

 高良先生は 1921 年 2 月 9 日に鹿児島県でお生ま

れになりました。そのあと、上記のとおり、鹿児島

県立第一中学校、七高（現・鹿児島大学）を卒業さ

れ、九州大学物理学科を繰り上げ卒業なさいました。

先生は戦争には行かれませんでしたので、「同級生の

ためにも一生懸命頑張るんだ」と絶えず言っておら

れました。 
その後、東京大学に招かれ、東京大学教養学部か

らドイツに留学されました。マックス・プランク協

会フリッツ・ハーパー研究所の客員教授として赴任

された後、日本に戻られ東京大学教養学部の教授に

なりました。そして、（1964 年 11 月に東京大学）本

郷キャンパスの工学部（応用物理学科）教授として

移られました。 

 

 次に公職ですが、高良先生の場合、多方面にわた

ってご活躍されました。上記で最初に書きました高

エネルギー物理学研究所は、現在の高エネルギー加

速器研究機構にあたります。続いて「学校法人 筑波
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研究学園」に理事長として着任されました。これは

先生が絶えず「大学を作りたい。できたら専門学校

から作りたい」という熱意で言っておられましたこ

とを実現されたものです。私は、高良先生から、こ

の筑波研究学園のお話をあまり聞いていないのです

が、実際には、ビジネス、建築デザイン、社会福祉

等を教えている学園です。 
そのあと、科学技術庁の参与をされたり、総合科

学研究機構（これこそまさに高良先生が産学連携で

企業と一緒になって生徒を支援するという組織です）

を作られたりしました。 
日本インターンシップ学会の会長については、こ

のあとでお話ししますが、先生は多方面で活躍され

ており、「こどもの命を守る会」の会長もなさってい

ます。 

 

高良先生のご人脈ですが、極めて幅広い人脈をお

持ちでした。九州大学では大森恭輔先生や武藤俊之

助先生のお世話になりましたが、先生の本を読んで

おりますと、三宅静雄先生と上田良二先生のお話が

頻繁に出てまいります。あとでこれをご紹介いたし

ます。 
また、フリッツ・ハーパー研究所長のラウエ先生

はノーベル賞の受賞者です。ラウエ先生からは、学

問のみならず、教員としての資格や心構え等も学ば

れたようです。下のほうにミッテラン大統領と書い

てありますが、これは先生が作られたフォトン・フ

ァクトリーを、フランスからミッテラン大統領が来

られた時に、わざわざ見に行かれたということです。 

 

高良先生は、院生時代に、当時、名古屋大学の理

学部におられた上田良二先生から指導を受けておら

れます。上田先生は、世界に先駆けて反射電子解析

装置を作成し、電子解析法や電子顕微鏡を主導され

た方ですが、この先生にいつもかわいがられていた

そうです。学会が東京であると必ず呼ばれてお風呂

まで入れてもらって、ごちそうもたくさんいただい

たと、高良先生の『未知への旅』という本（2002 年、

STEP、290～296 頁）に書かれています。 

 

高良先生のお人柄ですが、皆様ご存知のとおり、

きわめて温和で、しかもあまりいばらず、周りの人

のやる気を引き出させる不思議な力を持った方でし

た。先生が 88 歳のときに米寿のお祝い会を開いた

ときに、金田昌司先生は、「新しい大学で多くの示唆

を得ました」、槇本淳子先生も「われわれ後輩をご指

導ください」と言われていました。吉本圭一先生が

「学会の創設から組織の確立まで未知への旅を実践

された方です」と言われたのが、結論であったと思

います。 

 

高良先生のご専門を説明することは、文系の私と

しては非常に難しいところですので、ご専門のご著

書から説明したほうが良いかと思います。 
『実用シンクロトン放射光』という本（1997 年、

日刊工業新聞社）があります。放射光というのは、

加速化されたエネルギーの電子が磁場を横切るとき

に電磁波を放出するものです。こうした放射光を発

生させるリングをシンクロトンという風に言ってお

ります。 
また、『新しい大学』（1998 年、STEP）は、本学

会の先生方も随分頂いた方がいらっしゃるかと思い

ます。高良先生は「入試改革」を随分言っておられ

ました。また、大学の教室のあり方（階段教室のあ

り方など）も非常に細かく図解されていました。さ

らに、『未知への旅』という本（前掲）には、ラウエ

先生と上田先生との思い出等を書いておられます。 
このほか、翻訳書もアンドレ・ギニアの『Ｘ線結
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晶学の理論と実際』という本（1960 年、理学電機

図書出版社）を出されています。 

 

ちょっと難しい話をしましたけれども、高良先生

のご専門は、結晶学・放射光学の分野で先駆的なお

仕事をなされたということです。具体的には、「動

力学Ｘ線解析理論と応用研究」をなさいました。人

間の体は分子からできているのですが、分子のさら

に細かいところは原子と電子核からできていますの

で、電子核を取り出していろいろ分析しようという

ことです。 

 

また、高良先生は、世界で最も高性能なＸ線領域

の放射光光源である大型放射光施設 Super Photon 
ring 8（SPring-8）にも携われました。全長 1,436ｍ
の真空リングの中で電子を光速に近いスピードで回

したときに、磁場を横切り軌道の変更を受けること

で、電子が電磁波を放出するという装置です。私は

まだ見ていないのですが、神戸にもあるそうです。

筑波には、フォトン・ファクトリーがあって、周長

187ｍの円形加速器が放射光の実験ができます。こ

れをミッテラン大統領がわざわざフランスから見に

来たという話です。こうした電磁波は、物質科学や

生命科学の研究に使うことができ、X 線解析によっ

て、シリコンやガリウム砒素など半導体結晶の表面

の原子配列や電子状態を調べることが可能になりま

した。 
 
■高良先生と音楽 
高良先生の奥様は、先生より一年前に亡くなられ

たのですが、芸大のピアノの先生でした。高良先生

は、音楽のことを私たちには殆どおっしゃられなか

ったのですが、おそらくバイオリンなどを弾かれて

いたはずです。直接には聴きそびれたのですが、た

またま面白いエピソードがあります。先生は NHK
交響楽団から記念品のスプーンをいただいておられ

ます。なぜかと言うと、N 響の第一回コンサートの

パンフレット（N 響にはたまたま無かったそうです）

を全部そろえて差し出したら（お礼に）くれたとい

うことです。 

 
（高良先生ご夫妻） 

 
■インターンシップと学会設立 
これから、高良先生とインターンシップ学会の話

を少し詳しくお話ししたいと思います。 

 

高良先生は、橋本内閣の「教育改革」にも接点が

あります。橋本内閣は 1997 年に 6 大改革（行政改

革、社会保障構造改革、金融システム改革、財政構

造改革、経済改革、教育改革）を打ち出し、その最

後に「教育改革」を位置付けたのですが、そこに産

学連携による人材育成とインターンシップが盛り込

まれました。その後、（1997 年に当時の）文部省、

労働省、通産省でそれぞれ議論して、インターンシ

ップの「三省合意」ができました。 

 

インターンシップといいますと、どうしても就職・

採用と話が関連してきます。今年ですか、経団連と
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大学側が「通年採用」で合意しましたが、もともと

古くからある話です。文部次官と労働次官が「早苗

買いはしないでくれ、採用は１月以降ですよ」とい

うのを出したのが 1952 年です。その後もいろいろ

あって、1997 年に就職協定が廃止されました。 

 

「教育改革」の当時、私は日経連におり、「中長期

の就職採用あり方小委員会」に参加していました。

同小委員会は、1996 年に産官学でボストンに就職・

採用調査団を派遣しました。ここにもある調査報告

書（おそらく皆さんの大学の図書館の中に入ってる

と思いますので、一度ご覧になっていただきたいと

思います）は、上記の章立てになっております。こ

の中で面白いところは、ほとんど私が書いているの

ですが、「職業教育」という言葉を改めて使っていま

す（「キャリア教育」ではなくて、「職業教育」です）。

いまや「職業教育」ということをもう一回思い出し

ながら教育しなければならないのではと思っていま

す。なお、この調査報告書の提言は、ほとんど通り

ましたが、日本版 NACE（大学就職協議センター）

を作ろうという提案は通りませんでした。 

 

次に、本学会の設立準備の話です。インターンシ

ップについては、当時、中央大学の金田昌司先生と

東京経済大学の田村紀雄先生が日本で最初になさっ

ていました。金田先生のお取り組みに関する紹介記

事が高良先生の目に留まって、金田先生に『新しい

大学』という本（前掲）を贈られました。それがき

っかけとなって、学会設立に向けて勉強会を開くこ

とになりました。それを受けて、学会が誕生するわ

けです。 
その間、高良先生、金田先生、田村先生と私で築

地に行って、お刺身を肴に随分議論をしました。 

 

本学会の設立は、ご案内の通り 1999 年の 3 月で

す。高良先生が会長になられて、副会長に金田先生、

内藤洋介先生が就任されました。 

 

これをまとめますと、高良先生は「未知への旅」

を実際に実践された方だと思います。欧米の大学を

すごく訪問されていて、実質的にインターンシップ

をリードされました。 
また、2005 年に関西支部（今日の 4 支部体制の嚆

矢）が作られたのも、高良先生が槇本先生（当時・

大阪経済大学）に電話をして、支部を作らないかと

言われたことによるものです。 
それから、本学会の財政基盤として 100 万円をポ

ンと寄贈されまして、それが本日後から発表される

「高良記念研究助成」の財源になるわけです。 
そうして、2007 年に、会長職を二代目の田村紀雄

会長に引き継がれました。 
 
■高良先生のエピソード 
このほかのエピソードとしては、ソニーの社長に

なられた大賀典雄さんと、高良先生がベルリンのフ

リッツ・ハーバー研究所で研究されていた時に、家

族旅行をされています（大賀さんは当時ベルリン国

立芸術大学に留学）。西ドイツ（当時）、フランス、

ベルギー、オランダで 3,000 キロ、3 週間の旅行を

フォルクスワーゲンでなさっています。高良先生と

大賀先生は家族づきあいをずっとされていたという

ことです。 
また、ハウステンボスで開催された第 11 回大会

（2010 年）の後に、長崎のグラバー邸に高良先生と

私とで行く機会もありました。90 歳近い高良先生は

健啖家で、長崎ちゃんぽんをぺろりとお食べになっ

たあと、あの急坂を一緒に上がり、グラバー園を見
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学しました。 

 

私は、現在 78 歳近くになっていますが、とてもあ

の真似はできません。まだ面白い話がたくさんあり

ますが、時間となりました。 
以上で「高良先生との思い出」話を終わります。 

 
 
 
 
 
*本講演記録は、第 20 回大会実行委員会の皆様のご協力

により、講演データを提供いただきました。 

 
 

 

 
 
 

 

受賞者氏名・所属（*所属は受賞当時のものである）

高良記念研究
助成委員会
委員長

第1回 平成19(2007）年度 江口 彰（北海道大学大学院生）  那須 幸雄

長尾 博暢（追手門学院大学）

第2回 平成20(2008) 年度 眞鍋 和博（北九州市立大学）  那須 幸雄

渡邊 和明（九州大学大学院生）

第3回 平成21(2009)年度 河野 志穂（早稲田大学大学院生） 太田 和男

第4回 平成22(2010)年度 田崎 悦子（北海道大学大学院生 ） 太田 和男

酒井 佳世（久留米大学 就職・キャリア支援課）

第5回 平成23(2011)年度 高橋 秀幸（北海道大学大学院生） 冨田 宏治

手嶋 慎介（愛知東邦大学・助教）

第6回 平成24(2012)年度 鈴木 恵（横浜創英大学看護学部・助教） 冨田 宏治

張 琳（九州大学大学院生）

第7回 平成25(2013)年度 川端  由美子（新潟大学 教育・学生支援機構キャリアセンター） 眞鍋 和博

松尾 哲也（愛知淑徳大学 キャリアセンター・助教）

第8回 平成26(2014)年度 五十畑  浩平（香川大学研究戦略室・特命助教） 牛山 佳菜代

傅 振九（北海道大学大学院生）

第9回 平成27(2015)年度 ＜該当者なし＞ 岸本 喜久雄

第10回 平成28(2016)年度 川上 あき（北海道大学 キャリアセンター・インターンシップ マネージャー） 岡本 信弘

坂巻 文彩（九州大学大学院生）

第11回 平成29(2017)年度 樫村 真由（独立行政法人国立高等専門学校機構東京工業高等専門学校・准教授） 山口 圭介

岩井 貴美（近畿大学大学院生）

第12回 平成30(2018)年度 王 佳（九州大学大学院人間環境学府・学術協力研究員） 牛山 佳菜代

第13回 令和元(2019)年度 永川 幸子（四天王寺大学・講師） 牛山 佳菜代

注）日本インターンシップ学会News Letter バックナンバーをもとに広報委員会にて作成

（田中 宣秀先生） 

【資料】 高良記念研究助成 受賞者一覧（第 1 回～第 13 回） 
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